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　７月４日、 樋  口  信  治 さん（　）が飼育
ひ ぐち しん じ

する５匹のヤギを連れて細見小学校を訪
れ、児童と三和保育園の園児らとふれあ
いのひとときをすごしました。
　子どもたちは、子ヤギを抱いたり、大
人のヤギに恐る恐るえさをやったりして
いました。 坪  内  妃  菜 さんと 池  田  瑞  希 さん

つぼ うち ひ な いけ だ みず き

は「ふわふわして気持ちよかった」と話
しました。

細見小学校
ヤギとのふれあい

7
4

特集① @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @      

市民による市民のための市政を目指して  ………２～３
特集② @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @      

同じ過ちは、繰り返さない  ……………………… ４～５
特集③ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @      

輝く命　命の重みを感じて  …………………… ６～７
介護予防で健康長寿を  ……………………………………… ８～９
自信を持って自分らしく学校生活を送るために  …………８～９
交際費を公開します  ……………………………………………１０
長寿医療（後期高齢者医療）制度が見直されました  ………１０
６月定例市議会  …………………………………………………１１
ふくちねっと  ……………………………………………………１１
まちかどウオッチング  …………………………………………１２
情報ひろば  …………………………………………………１３～１９
　地域力再生プロジェクト支援事業交付金　ほか
でかけてみよう　ふくちやま　  …………………………………　２０

ややぎぎささんん、、かかわわいい
いいねね



2H20（2008）．8．1　広報ふくちやま

 

　

第　

代
福
知
山
市
長
に
就
任
し
た 
松  
山 

ま
つ 
や
ま

１０

 
正  
治 
市
長
に
、
今
の
思
い
や
新
し
い
ま
ち

ま
さ 
じ

づ
く
り
へ
の
考
え
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

市
長
に
就
任
し
て
１
カ
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
今
の
思
い
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は

　

合
併
し
て
３
年
目
、
ま
た
市
制
施
行　
７０

年
を
経
過
し
た
大
き
な
節
目
の
時
期
に
、

市
政
の
舵
取
り
役
を
任
さ
れ
た
こ
と
は
大

き
な
喜
び
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
長
と
い

う
職
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　

市
政
を
預
か
る
者
と
し
て
思
う
こ
と
は

「
福
知
山
市
を
よ
い
ま
ち
に
し
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
情
熱
は
だ
れ
に

も
負
け
な
い
つ
も
り
で
す
。

　

就
任
し
て
１
カ
月
あ
ま
り
で
す
が
、
市

民
の
「
市
政
を
変
え
な
け
れ
ば
」
と
い
う

熱
く
、
強
い
期
待
を
日
増
し
に
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　
「
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
市
政
」を

進
め
る
た
め
、
市
政
の
改
革
に
む
け
て
、

ま
ず
は
市
長
車
・
副
市
長
車
の
売
却
や
、

私
自
身
が
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
く
機
会
を

設
け
る
な
ど
、
選
挙
で
掲
げ
た
公
約
を
着

実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
住
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
福
知
山
」

を
築
き
、
名
実
と
も
に
「
北
近
畿
の
都
」

と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
き

た
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

「
市
政
改
革
」
の
た
め
に
、
ま
ず
必
要
な

こ
と
は

　

ま
ず
は
、
市
民
病
院
・
武
道
館
建
設
工

事
に
か
か
わ
る
収
賄
事
件
や
過
剰
な
接
待

を
受
け
る
な
ど
の
不
祥
事
に
よ
り
失
墜
し

た
市
政
へ
の
信
頼
回
復
を
最
優
先
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
不
祥
事
に
つ
い
て
は
、
徹
底
解

明
は
も
ち
ろ
ん
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
過

ち
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
市
全
体
の
組
織
の

問
題
と
し
て
再
発
防
止
策
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
反
省

か
ら
、
市
の
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
、

み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
に
よ
り
、
風
通
し
の
よ
い
市
役
所
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
不
祥
事
の
概
要
や
市
の
調

査
結
果
、
考
え
方
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
よ
う
今
回
の「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」

か
ら
掲
載
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
す
べ
て
の
面
で
「
ガ
ラ
ス
張

り
の
市
政
」
と
し
、
常
に
公
平
・
公
正
に

仕
事
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

職
員
に
自
覚
さ
せ
、
日
々
の
業
務
に
当

た
っ
て
い
き
ま
す
。

大
型
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え
は

　
（
仮
称
）北
近
畿
の
都
セ
ン
タ
ー
建
設
な

ど
の
大
型
事
業
は
、
建
設
費
だ
け
で
な
く

建
設
後
の
維
持
管
理
費
も
多
く
か
か
る
た

め
、
将
来
的
に
市
の
財
政
状
況
が
さ
ら
に

悪
化
す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
早
急
に
結
論
を
出
す
の
で
は
な
く
、
市

内
部
で
事
業
の
必
要
性
や
効
果
な
ど
を
再

検
証
し
、
さ
ら
に
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
も
伺
い
、
計
画
を
変
更
し
た
場
合
の
影

響
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
事
業
着
手
や
内

容
な
ど
を
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
分
別
の
簡
素
化
に
つ
い
て
の
考
え

は
　

本
年
３
月
中
旬
か
ら
始
め
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の
収
集
時
の
点
検

強
化
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
残
さ
れ
た
ご
み
の
分
別
な
ど
に
大
変

ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
、「
経
費
面
の

負
担
や
分
別
に
手
間
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
」「
障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
者
へ
配
慮
す

る
よ
う
に
」
な
ど
み
な
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
、
要
望
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、

分
別
の
種
類
の
変
更
や
ご
み
収
集
シ
ス
テ

ム
の
変
更
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

経
費
的
な
負
担
が
増
え
な
い
こ
と
を
基
本

に
、
よ
り
よ
い
方
法
を
み
な
さ
ん
と
協
議

す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

松山新市長に聞く　　　　　　　　

市民による
市民のための
市政をめざして



3 広報ふくちやま　H20（2008）．8．1

特集①　市民による市民のための市政を目指して
 
荒  
賀  
健  
輔 
さ
ん（
天
田
内
）　　
　
　
　
　

あ
ら 

が 

け
ん 
す
け

　

市
営
の
野
球
場
に
電

光
掲
示
板
を
設
置
し
て

ほ
し
い
で
す
。
今
、
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
は
手
作
業

で
変
え
て
い
る
の
で
大
変
で
す
。
土
は
よ

い
も
の
な
の
で
、
電
光
掲
示
板
を
設
置
し
、

草
刈
り
な
ど
の
管
理
を
し
て
も
ら
え
る
と
、

対
外
試
合
を
す
る
た
め
に
福
知
山
に
来
て

も
ら
え
や
す
い
で
す
。

　

ま
た
、
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
た
大
江

山
一
帯
を
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
ふ
れ

ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
や
登
山
客
が
休
憩
で
き

る
場
所
な
ど
を
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

 
吉  
田  
佐  
代  
子 
さ
ん（
長
町
）　　
　
　
　
　

よ
し 

だ 

さ 

よ 

こ

　

中
心
市
街
地
に
公
共

の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を

建
設
し
て
ほ
し
い
で
す
。

子
育
て
中
の
人
や
高
齢

者
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
話
が
で
き
る
潤
い

の
場
が
あ
れ
ば
、
中
心
市
街
地
も
も
っ
と

活
性
化
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
福
知
山
を
巣
立
っ
て
行
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
ま
た
地
元
に
戻
っ
て
来
ら

れ
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

望
み
ま
す
。
城
下
町
や
盆
踊
り
な
ど
福
知

山
の
伝
統
の
あ
る
文
化
や
宝
物
は
後
世
ま

で
大
切
に
残
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
芦  
田  
和  
美 
さ
ん（
下
戸
）　　
　
　
　
　
　

あ
し 

だ 

か
ず 

み

　

小
学
校
の
通
学
に
京

都
交
通
の
バ
ス
を
利
用

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
と
、
天
気
の
悪
い
日

や
冬
場
に
小
さ
い
子
ど
も
が
遊
べ
る
施
設

が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
手
づ
く
り
の
小
物
や
服
、
お
や

つ
な
ど
を
販
売
す
る
「
手
づ
く
り
市
」
が

定
期
的
に
開
か
れ
れ
ば
子
育
て
中
の
人
た

ち
の
交
流
の
場
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

 
樋  
口  
真  
一 
さ
ん（
菟
原
下
一
）　　
　
　
　

ひ 

ぐ
ち 
し
ん 
い
ち

  
地
元
の
企
業
が
も
っ

と
元
気
に
な
る
よ
う
行

政
や
中
小
企
業
、
個
人

事
業
者
が
一
緒
に
考
え

る
場
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
辺
部
、
特
に
旧
３
町
に
若
者

が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

 
岡  
本  
嘉  
明 
さ
ん（
今
西
中
）　　
　
　
　
　

お
か 
も
と 
よ
し 
あ
き

　

夜
久
野
地
域
の
伝
統

産
業
で
あ
る
丹
波
漆
文

化
を
守
り
継
承
し
て
い

く
た
め
、
行
政
か
ら
も

支
援
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
安
心
安
全
な
農
作
物
を
生
産
す

る
に
は
、
畜
産
農
家
と
耕
種
農
家
と
の
連

携
が
大
切
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
産

地
消
の
取
り
組
み
も
進
め
て
、
生
産
者
が

元
気
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

わたしたちが市長に望むこと

　市では、これまで市長などが公用車として使用し
てきた車両を一般競争入札で公売します。
対象車両／市長車１台、副市長車２台　　計３台 

黒塗り公用車を公売します

入札車両の展示
とき／８月２５日（月）午後１時～４時
ところ／市役所東玄関付近
入札参加申請
　８月２６日（火）～２９日（金）の午前９時～
午後５時に秘書広報課（℡　２４‐７０３２）まで。
※入札参加には市税の滞納がないなどの
条件があります。

入札
とき／９月４日（木）午前１０時～
ところ／市役所入札室（旧本館２階）
※詳細は、入札案内書または市ホームペー
ジをご覧ください。

■秘書広報課（℡　２４‐７０３２）

 「市長の何でも相談日」の開設
とき／９月２日（火）
　　　午前９時３０分～午前１１時３０分
以後、原則として毎月第１火曜日の同時間
ところ／市民相談室（市役所１階）
相談時間／１組２０分以内（１日６組まで）
※相談などは、３人以内のグループでも可能。
申込方法／８月２６日（火）から電話または直接秘
書広報課広聴係（℡　２４‐７０２７）まで。
※相談日は広報ふくちやまでお知らせします。

車検有効期間

満了日

総排気量初度登録年月
車　　名

走行キロ取得価格

平成２０年８月４日
（車検切れ）

４．４９㍑平成５年７月ニ ッ サ ン
プレジデント １５９，８５８ｋｍ６６３万９０００円

平成２１年６月２１日
２．４９㍑平成８年６月ト ヨ タ

ク ラ ウ ン １０１，４２４ｋｍ３１１万円

平成２１年５月２９日
２．９９㍑平成６年５月ト ヨ タ

ク ラ ウ ン １３１，８４６ｋｍ４４３万８０００円

▲ニッサン プレジデント
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事
件
の
概
要　
　
　
　
　
　
　
　

　

元
・
病
院
建
設
室
長
（
職
員
Ａ
）
の
逮

捕
容
疑
は
、
市
民
病
院
全
面
改
築
工
事
や

武
道
館
移
転
新
築
工
事
に
か
か
わ
っ
て
、

特
定
の
業
者
に
便
宜
を
図
っ
た
見
返
り
に
、

平
成　

年
６
月
か
ら
繰
り
返
し
丹
波
市
の

１８

飲
食
店
や
東
京
旅
行
、
北
陸
へ
の
温
泉
旅

行
な
ど
約　

万
円
分
の
接
待
を
受
け
、
さ

４０

ら
に
平
成　

年　

月
に
は
、
１
０
０
０
万

１８

１２

円
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

一
方
、
贈
賄
側
は
、
業
者
の
下
請
参
入

を
職
員
Ａ
に
口
利
き
し
た
ほ
か
、
自
分
が

監
査
役
を
務
め
る
会
社
も
下
請
参
入
さ
せ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
土
木
建
築
部
長
（
職
員
Ｂ
）・

同
部
次
長
兼
契
約
検
査
課
長
（
職
員
Ｃ
）・

同
部
建
築
課
主
任
（
職
員
Ｄ
）
も
業
者
か

ら
１
人
当
た
り　

〜　

万
円
相
当
の
接
待

１５

２０

を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し
、
３
月
に
書
類

送
検
さ
れ
ま
し
た
。

 

事
件
の
背
景　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
不
祥
事
は
、
幹
部
職
員
の
広
範

な
裁
量
権
へ
の
期
待
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
最
終
的
に
収
賄
容
疑
と
い
う
最
悪
の

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
要
因
に
は
、
職
員
個
人
と
し
て
の

課
題
と
、
組
織
と
し
て
の
課
題
の
二
つ
の

側
面
が
あ
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
今
回
の
不
祥
事
は

当
事
者
の
公
務
員
と
し
て
の
資
質
に
か
か

る
問
題
で
あ
り
、
当
事
者
に
公
務
員
倫
理

に
基
づ
く
自
己
規
制
が
働
け
ば
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
陥
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
は

ず
で
す
。

　

ま
た
、
組
織
と
し
て
の
課
題
は
、
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

一
職
員
を
長
期
に
わ
た
っ
て
大
き
な
職
務

権
限
が
行
使
で
き
る
ポ
ス
ト
に
置
い
て
い

た
こ
と
や
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
機
能

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
事
者
が
執
務
し
て
い

た
室
長
室
は
個
室
で
、
室
内
で
執
務

中
の
様
子
は
同
じ
職
場
の
職
員
に
も

わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
不
祥

事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
組
織
と
し

て
の
課
題
も
検
証
し
、
信
頼
回
復
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

市民病院・武道館の建設工事にかかわる収賄事件の背景や問題　市民病院・武道館の建設工事にかかわる収賄事件の背景や問題
点は。二度と不祥事を繰り返さないために、組織としてまた個人点は。二度と不祥事を繰り返さないために、組織としてまた個人
としてのあるべき姿は。としてのあるべき姿は。
今回の不祥事を反省し市では、コンプライアンス（法令順守）制　今回の不祥事を反省し市では、コンプライアンス（法令順守）制
度のガイドブックの全職員への配布など、再発防止に向けて取り度のガイドブックの全職員への配布など、再発防止に向けて取り
組みを進めています。組みを進めています。
■■職員課職員課（℡２４（℡２４‐‐７０３４）７０３４）

同
じ
過
ち
は
、

繰
り
返
さ
な
い
。

市
民
病
院
・
武
道
館
建
設
工
事
収
賄
事
件
の
報
告
Ⅰ

事
件
の
経
過
と
そ
の
後
の
動
き

平
成

年
４
月　

市
民
病
院
事
務
部
病
院
建
設
室

１４

　
　
　
　
　
　
　

発
足（
職
員
Ａ
を
室
長
に
任
命
）

平
成

年
６
月　

市
民
病
院
改
築
工
事
完
成

１８

　
　
　

職
員
Ａ
・
Ｄ
、贈
賄
業
者
と
丹
波
市
で
飲
食

　
　

８
・
９
月　

職
員
Ａ
、贈
賄
業
者
と
東
京
旅
行

　

月　

職
員
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
、贈
賄
業
者
と
丹
波
市
で

１０
　
　
　

飲
食

　

月　

職
員
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
、贈
賄
業
者
と
北
陸

１１
　
　
　

旅
行

平
成

年
４
月　

都
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
室

１９

　
　
　

発
足
（
職
員
Ａ
を
室
長
に
任
命
）

　
　
　

職
員
Ａ
、
贈
賄
業
者
と
北
陸
旅
行

６
月　

市
民
病
院
改
築
事
業
全
面
完
成

７
月　

職
員
Ａ
、
贈
賄
業
者
と
丹
波
市
で
飲
食

８
月　

職
員
Ａ
・
Ｂ
、贈
賄
業
者
と
丹
波
市
・
神
戸

　
　
　

市
で
飲
食

　

月　

職
員
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
、贈
賄
業
者
と
北
陸

１２
　
　
　

旅
行

平
成

年
１
月　

日　

京
都
府
警
、
収
賄
容
疑
で

２０

２２

　
　
　
　
　

職
員
Ａ
を
、
贈
賄
容
疑
で
社
団
法
人

　
　
　
　
　

業
務
課
長
兼
建
設
会
社
監
査
役（
以

　
　
　
　
　

下
、
業
者
Ａ
）・
建
設
会
社
（
大
阪
市

　
　
　
　
　

住
之
江
区
）
社
長
（
以
下
、
業
者
Ｂ
）

　
　
　
　
　

を
逮
捕

　
　
　
　
　

職
員
Ａ
を
人
事
異
動

１
月　

〜　

日　

全
職
員
を
対
象
に
、
職
員
倫
理

２３

２９

　
　
　
　
　

に
関
す
る
調
査
を
実
施

２
月　

日　

京
都
地
検
、収
賄
罪
で
職
員
Ａ
を
、贈

１２

　
　
　
　
　

賄
罪
で
業
者
Ａ
を
起
訴
、
業
者
Ｂ
は

　名競争入札参加者の指名停止については、市ホームページにも掲載しています。
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特集②　 同じ過ちは、繰り返さない

　

今
回
の
不
祥
事
に
関
し
、「
逮
捕
さ
れ
た

の
に
、
市
は
な
ぜ
当
事
者
を
辞
め
さ
せ
な

い
の
か
」「
飲
食
や
接
待
を
受
け
た
職
員
の

処
分
は
甘
す
ぎ
る
」
と
思
わ
れ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
処
分
は
、
国
の
「
人
事
院
規
則
」

や
市
の「
懲
戒
処
分
等
の
指
針
」に
基
づ
き

行
い
ま
し
た
。
公
務
秩
序
を
維
持

さ
せ
る
た
め
の
懲
罰
的
な
処
分

（
懲
戒
処
分
と
い
い
ま
す
）を
行
う

場
合
、
事
実
を
正
確
に
認
定
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。し
か
し
、職
員
Ａ
は
逮
捕
の
原

因
と
な
っ
た
１
０
０
０
万
円
の
収
賄
を
否

認
し
、
ま
た
逮
捕
以
降
、
市
は
職
員
Ａ
に

事
実
確
認
を
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

５
月　

日
、
贈
賄
業
者
Ａ
・
Ｃ
に
は
、

３０

執
行
猶
予
付
き
の
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
ま 

し
た
が
、
収
賄
側
の
職
員
Ａ
の
裁
判
は
始

ま
っ
て
い
ま
せ
ん（
７
月　

日
現
在
）。
ま

３０

た
、
逮
捕
さ
れ
て
も
有
罪
と
宣
告
さ
れ
る

ま
で
は
無
罪
と
推
定
さ
れ
る
「
推
定
無
罪

の
原
則
」
も
憲
法
で
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
で
は
、
職
員
Ａ
に
懲

戒
処
分
を
行
え
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
公
務
能
率
を
維
持
さ
せ
る
た

め
の
処
分
（
分
限
処
分
と
い
い
ま
す
）
は

行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
Ａ
は
起
訴
さ
れ
た

時
点
で
刑
事
休
職
処
分
と
な
り
、
有
罪
が

確
定
す
る
ま
で
は
、
国
家
公
務
員
に
準
じ

た
市
の
「
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
給
料
を
１
０
０
分
の　
 ６０

に
減
給
し
て
い
ま
す
（
期
末
・
勤
勉
手
当

は
支
給
し
ま
せ
ん
）。

　

今
後
、
裁
判
で 
禁  
錮 
以
上
の
刑
が
確
定

き
ん 

こ

す
れ
ば
、
自
動
的
に
失
職
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
制
裁
的
な
意
味
合
い
で
退
職

さ
せ
る
懲
戒
免
職
処
分
と
同
様
、
退
職
手

当
は
支
給
し
ま
せ
ん
。
今
後
の
裁
判
の
動

向
を
踏
ま
え
て
厳
正
に
対
処
し

ま
す
。

　

６
月
２
日
、
逮
捕
後
初
め
て

職
員
Ａ
と
市
顧
問
弁
護
士
と
の
面
会
が
、

接
待
に
関
す
る
事
実
確
認
の
み
認
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
職
員
Ａ
は
事
実
関
係
を
明
ら

か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

に
よ
り
職
員
Ａ
は
管
理
職
と
し
て
不
適
格

と
判
断
し
、
６
月
５
日
、
主
任
級
へ
の
降

任
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
へ
の
減

給
処
分
や
、
職
員
Ｂ
・
Ｃ
の
管
理
職
か
ら

主
任
級
へ
の
降
任
処
分
を
は
じ
め
、
幹
部

職
員
で
あ
っ
た
職
員
Ｂ
に
、
辞
職
を
促
し

て
退
職
さ
せ
た
諭
旨
免
職
処
分
を
行
っ
た

こ
と
は
、
他
市
町
の
事
例
や
状
況
か
ら
判

断
し
て
厳
し
い
処
分
で
す
。

　

な
お
、
諭
旨
免
職
と
し
た
職
員
Ｂ
は
、

退
職
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
た
め
市
の

「
退
職
手
当
支
給
条
例
」
に
基
づ
き
、
退

職
手
当
を
一
部
減
額
し
て
支
給
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
信
頼
回
復
に
向
け
て
の
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

職
員
の
処
分
に
対
す
る
考
え
方

　
　
　
　
　

処
分
保
留

　
　
　
　
　

職
員
Ａ
を
刑
事
休
職
（
分
限
処
分
）

２
月　

日　

京
都
府
警
、
収
賄
容
疑
で
職
員
Ａ
、

１５

　
　
　
　
　

贈
賄
容
疑
で
業
者
Ａ
・
業
者
Ａ
が
監

　
　
　
　
　

査
役
を
務
め
る
建
設
会
社
社
長
（
以

　
　
　
　
　

下
、業
者
Ｃ
）・
電
気
工
事
会
社（
丹
波

　
　
　
　
　

市
）副
社
長（
以
下
、業
者
Ｄ
）を
逮
捕

　
　
　
　
　

職
員
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
を
減
給（
懲
戒
処
分
）

２
月　

日　

職
員
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
を
人
事
異
動
お
よ

２５

　
　
　
　
　

び
職
員
Ｂ
・
Ｃ
を
降
任
（
分
限
処
分
）

３
月
６
日　

京
都
府
警
、
職
員
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
を
書

　
　
　
　
　

類
送
検

３
月
７
日　

京
都
地
検
、
収
賄
罪
で
職
員
Ａ
、
贈

　
　
　
　
　

賄
罪
で
業
者
Ａ
・
Ｃ
を
起
訴

　
　
　
　
　

京
都
簡
裁
、
業
者
Ｄ
に
罰
金　

万
円

５０

　
　
　
　
　

の
略
式
命
令

３
月　

日　

市
議
会
、「
市
職
員
の
収
賄
事
件
に
関

１０

　
　
　
　
　

す
る
調
査
特
別
委
員
会
（
百
条
委
員

　
　
　
　
　

会
）」
を
設
置

３
月　

日　

京
都
地
検
、
職
員
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
を
不

２５

　
　
　
　
　

起
訴
（
起
訴
猶
予
）

４
月
３
日　

職
員
Ｂ
を
諭
旨
免
職

５
月　

日　

京
都
地
裁
、
業
者
Ａ
に
懲
役
１
年
６

３０

　
　
　
　
　

月
（
執
行
猶
予
４
年
）、
業
者
Ｃ
に
懲

　
　
　
　
　

役　

月
（
同
３
年
）
の
判
決

１０

６
月
２
日　

職
員
Ａ
に
市
顧
問
弁
護
士
が
面
会
、職

　
　
　
　
　

員
Ａ
は
事
実
関
係
を
明
確
に
せ
ず

６
月
４
日　
「
職
員
不
祥
事
の
再
発
防
止
に
向
け

　
　
　
　
　

た
組
織
・
業
務
に
関
す
る
外
部
検
討

　
　
　
　
　

委
員
会
」
を
設
置

６
月
５
日　

職
員
Ａ
を
降
任
（
分
限
処
分
）

職員不祥事にかかる綱紀粛正・組織管理に関する中間報告や職員の処分、指　

■今回の不祥事に伴う職員の処分
理　由内　容該当者処分日

刑事起訴休職（分限処分）
職員Ａ
（次長級）

２月１２日

利害関係者
との不適切
な関係

６カ月

減給
１０分の１
（懲戒処分）

職員Ｂ
（部長級）

２月１５日

４カ月
職員Ｃ
（次長級）

２カ月
職員Ｄ
（主任級）

部下職員の
監督責任

６カ月
職員Ｅ
（市民病院
部長級）　

管理職とし
て不適格

主任級へ５階級
降任（分限処分）

職員Ｂ
（部長級）

２月２５日
主任級へ４階級
降任（分限処分）

職員Ｃ
（次長級）

書類送検・起訴
猶予事件の責任

諭旨免職
職員Ｂ
（主任級）

４月３日

管理職とし
て不適格

主任級へ４階級
降任（分限処分）

職員Ａ
（次長級）

６月５日

■市長・副市長・病院事業管理者の給料減額
期　間給料の減額割合該当者起算日

３月３１日まで
１０分の２を減額

市長

２月１２日
５月１１日まで

副市長

１０分の１を減額
病院事業
管理者

５月３１日まで１０分の５を減額市長４月１日
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努
力
は
続
け
る
こ
と
が
大
事

　

中
学
時
代
の
思
い
出
は
、
必
死

に
受
験
勉
強
し
た
こ
と
。
当
時
、

数
学
と
音
楽
は
１
で
し
た
。
こ
の

成
績
で
は
志
望
す
る
福
知
山
高
校

入
学
は
無
理
だ
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
、
あ
き
ら
め
た
く
な
い
、
や

れ
る
だ
け
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、

必
死
で
勉
強
し
て
合
格
し
ま
し
た
。

努
力
は
大
事
で
す
。
今
日
努
力
し

た
か
ら
明
日
す
ぐ
花
開
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
続
け
る
こ
と
が

大
切
な
ん
で
す
。
納
得
す
る
ま
で

頑
張
っ
て
ダ
メ
な
ら
仕
方
な
い
、

で
も
や
ら
な
い
で
諦
め
る
の
は
許

せ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
と
き

の
頑
張
り
は
今
に
生
き
て
い
ま
す
。

あ
こ
が
れ
の
世
界
へ

　

子
ど
も
の
と
き
か
ら
夢
は
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
で
し
た
。中
学
・
高
校
時

代
は
柔
道
部
に
所
属
。
高
校
卒
業

後
、一
度
は
就
職
し
ま
し
た
が
、自

分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
プ

ロ
レ
ス
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。ア
マ

チ
ュ
ア
の
実
績
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
一
度
入
門
を
断
ら
れ
ま
し

た
が
、
や
っ
と
入
門
を
許
可
さ
れ
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
馬
場
さ
ん
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

プ
ロ
レ
ス
の
世
界
に
入
っ
た
と

き
、
周
り
は
相
撲
界
か
ら
来
た
人

や
ア
マ
チ
ュ
ア
で
全
国
優
勝
な
ど

の
実
績
を
上
げ
た
人
な
ど
そ
う
そ

う
た
る
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
実
績
を

持
つ
人
に
勝
つ
に
は
、
練
習
し
か

な
い
ん
で
す
。
自
分
が
や
り
た
か

っ
た
プ
ロ
レ
ス
の
世
界
に
せ
っ
か

く
入
門
で
き
た
の
だ
か
ら
、
と
思

い
と
に
か
く
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

病
気
と
の
闘
い

　

い
つ
か
き
っ
と
、
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
っ
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ベ
ル

ト
を
取
る
、
そ
れ
が
自
分
の
目
標

で
し
た
。
や
っ
と
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ベ
ル
ト
を
手
に
し
、
こ
れ
か
ら
と

い
う
と
き
、
定
期
健
診
で
右
の
腎

臓
に
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
ん
で
す
。

　

腎
臓
に
は
、
抗
が
ん
剤
・
レ
ー

ザ
ー
治
療
は
効
き
ま
せ
ん
。
主
治

医
は
２
つ
の
腎
臓
の
う
ち
１
つ
を

取
る
手
術
を
勧
め
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
腎
臓
を
取
っ
て
復
帰
し
た

プ
ロ
選
手
は
い
な
か
っ
た
の
で
、

主
治
医
に
は
、
が
ん
の
と
こ
ろ
だ

け
取
っ
て
く
れ
と
頼
み
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、主
治
医
が
こ
う
言
っ

た
ん
で
す
。「
生
き
ま
し
ょ
う
。
生

き
て
い
れ
ば
何
で
も
で
き
る
。
プ

ロ
レ
ス
の
こ
と
は
忘
れ
て
、ま
ず

生
き
ま
し
ょ
う
」こ
の
言
葉
に
、

「
た
と
え
続
け
ら
れ
な
く
て
も
１

回
は
必
ず
リ
ン
グ
に
戻
る
。
腎
臓

の
手
術
か
ら
復
帰
し
た
前
例
が
な

い
な
ら
、
自
分
が
そ
の
前
例
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
摘
出
し
よ
う
」

と
そ
う
決
意
し
ま
し
た
。

　

腎
臓
が
ん
を
克
服
し
、
リ
ン
グ
復
帰
を
成
し
遂
げ
た
本
市
出
身

の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
小
橋
建
太
さ
ん
。
５
月　

日
に
、
母
校
の
桃
映

１２

中
学
校
と
大
江
中
学
校
で
「
輝
く
命
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
生
徒
た

ち
に
語
り
か
け
ま
し
た
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
一
生
懸
命
立
ち
向
か

う
そ
の
生
き
ざ
ま
か
ら
、
命
の
大
切
さ
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

■
学
校
教
育
課
（
℡　

‐
７
０
４
０
）

２４

輝く命

命
の
重
み
を
感
じ
て

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー 
小  
橋  
建  
太 
さ
ん
語
る

こ 

ば
し 
け
ん 

た
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生
き
て
い
る
ん
だ
。
生
き
る
ん
だ

　

手
術
は
５
時
間
半
に
も
及
び
ま

し
た
。
ず
っ
と
左
肩
を
下
に
し
て

左
肩
だ
け
で
全
身
を
支
え
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
左
肩
は
打
撲
状

態
。
老
廃
物
の
数
値
も
上
が
り
、

摘
出
し
て
い
な
い
腎
臓
も
腎
不
全

を
起
こ
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

何
も
や
る
気
に
な
れ
ず
、
ひ
ど
い

倦
怠
感
に
苦
し
み
、
本
当
に
落
ち

込
み
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
に
も
行
け
な
か
っ
た
の

が
、
１
週
間
後
に
初
め
て
カ
テ
ー

テ
ル
が
取
れ
て
自
分
で
ト
イ
レ
に

行
け
た
と
き
、
そ
し
て
、
お
湯
み

た
い
な
か
ゆ
が
初
め
て
食
べ
ら
れ

た
と
き
に
「
生
き
て
い
る
ん
だ
。

生
き
る
ん
だ
」
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
お
な
か
が
す
い
た

ら
ご
は
ん
を
食
べ
る
な
ん
て
当
た 

り
前
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も

そ
れ
は
当
た
り
前
な
ん
か
じ
ゃ
な

い
。
生
き
て
い
る
か
ら
で
き
る
ん

だ
。
食
べ
た
く
て
も
食
べ
ら
れ
な

い
人
も
い
る
。
生
き
た
く
て
も
生

き
ら
れ
な
い
人
も
い
る
。
こ
の
こ

と
に
気
づ
い
た
と
き
、
親
や
兄
弟
、

友
人
、
フ
ァ
ン
の
み
ん
な
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
沸

き
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

自
殺
の
話
な
ど
を
聞
く
と
と
て
も

悲
し
い
で
す
。

　

入
院
し
た
日
か
ら
毎
日
、
日
記

を
つ
け
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
い

い
か
ら
１
日
に
あ
っ
た
出
来
事
を

書
き
と
め
て
、
１
日
・
１
週
間
・

１
カ
月
を
必
死
で
生
き
た
か
、
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

生
き
る
＝
リ
ン
グ
に
上
が
る
こ
と

　

プ
ロ
レ
ス

は
、
腎
臓
に

か
な
り
の
負

担
を
か
け
ま

す
。
で
も
、

リ
ン
グ
に
上

が
る
の
は
、

命
を
無
駄
に

し
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
リ
ン
グ
で
戦
う
こ
と
が
命

を
大
切
に
生
き
て
い
る
こ
と
な
ん

だ
と
わ
か
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

リ
ン
グ
へ
の
復
帰
に
主
治
医
は

反
対
し
ま
し
た
。
で
も
、
昨
年　
１２

月
に
復
帰
が
決
ま
っ
た
と
き
、「
小

橋
さ
ん
に
と
っ
て
、
生
き
る
と
は

リ
ン
グ
に
上
が
る
こ
と
な
ん
で
す

ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
５

４
６
日
ぶ
り
の
リ
ン
グ
。
た
く
さ

ん
の
千
羽
鶴
。
フ
ァ
ン
の
み

ん
な
の
気
持
ち
が
う
れ
し

か
っ
た
。

　

腎
臓
が
ん
は
、　

年
生
存

１０

率
つ
ま
り　

年
無
事
に
過
ぎ

１０

な
い
と
完
治
と
い
え
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が

１
日
で
も
長
く
リ
ン
グ
に
上

が
る
こ
と
で
、
こ
う
い
う
人

間
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
ら
く
苦
し
い
壁
を
乗
り
越
え
れ

ば
よ
り
大
き
な
喜
び
が
得
ら
れ
る

　

み
な
さ
ん
も
、
今
し
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
こ
と
を
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
行
動

を
起
こ
し
、
頑
張
ら
な
い
と
夢
は

実
現
し
ま
せ
ん
。
自
分
は
、
後
悔

は
し
た
く
な
い
か
ら
全
力
で
向

か
っ
て
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ
て

か
ら
特
に
そ
う
思
い
ま
す
。
苦
し

く
つ
ら
い
の
は
自
分
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
つ
ら
い
と

き
は
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
。

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
知
っ
て
い
れ

ば
そ
れ
だ
け
人
に
や
さ
し
く
な
れ

ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
る
自
分

を
、
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
考
え
る

だ
け
で
人
生
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

少
し
で
も
前
向
き
に
頑
張
っ
た
こ

と
は
、
自
分
の
財
産
で
す
。
苦
し

い
と
き
や
つ
ら
い
と
き
、
そ
の
壁

を
乗
り
越
え
れ
ば
、
そ
れ
以
上
に

大
き
な
喜
び
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
を
繰
り
返
し
て
人
間
は
成
長
し

て
い
く
ん
で
す
。

命
の
大
切
さ
を
考
え
て
く
だ
さ
い

　

や
さ
し
い
心
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
。
命
の
大
切
さ
を
も
う
一
度
考

え
て
く
だ
さ
い
。
な
ん
で
生
き
て

い
る
ん
だ
ろ
う
。
生
き
て
い
る
こ

と
、
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
は
必

ず
意
味
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
い

人
間
な
ん
て
い
な
い
ん
で
す
。
命

が
な
い
と
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
す
る
こ
と
も
、
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
る
こ
と
も
、
水
を
飲

む
こ
と
も
。
生
き
る
こ
と
か
ら
始

め
た
ら
何
で
も
で
き
る
ん
だ
っ
て

こ
と
、
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　任命式は、５月１１日三段池公
園総合体育館で、小橋選手の４
年ぶりの凱旋試合の前に行い
ました。任命にあたり、小橋さ
んは「福知山出身としての誇り
を胸に、プロレス道にまい進し
たい」と決意を述べました。
　ドッコイセ大使は、福知山市
出身者やかかわりの深い人に
「ふるさと応援団」として「城
とドッコイセのまち福知山」を
全国発信していただき、福知山
市のイメージアップと集客力
向上を図ります。

特集③　輝く命　命の重みを感じて

小橋建太さんを
“ドッコイセ大使”
ふるさと応援団
第１号に任命

小橋建太さんプロフィール
昭和４２（１９６７）年、福知山市生まれ。
惇明小学校・桃映中学校・福知山
高等学校卒業。昭和６２（１９８７）年、
全日本プロレスに入門。
昭和６３（１９８８）年にリングデビュー
し、平成８（１９９６）年には第１６代三
冠ヘビー級王者に就く（初戴冠）。
平成１２（２０００）年、全日本プロレス
を退団し、プロレスリング・ノア
に移籍。平成１５（２００３）年に第６代
ＧＨＣヘビー級王者に就き、以後
在位２年、１３回の防衛に成功。
平成１８（２００６）年に腎臓がんが判明。
苦難を乗り越え、翌年１２月、日本
武道館でリング復帰を果たした。
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市
で
は
、
介
護
予
防
を
す
す
め

る
た
め
に
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
を
対
象
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
と
生
活
機
能
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
、

運
動
機
能
・
栄
養
・
口
腔
の
状
態
・

社
会
参
加
・
物
忘
れ
・
気
分
な
ど

心
身
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

各
家
庭
を
訪
問
し
た
り
健
康
教
室

な
ど
の
集
ま
り
の
中
で
実
施
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

②
チ
ェ
ッ
ク
が
た
く
さ
ん
あ
る
人

は
、
生
活
機
能
検
査
を
指
定
医
療

機
関
で
受
け
、
心
身
機
能
の
低
下

が
あ
る
か
ど
う
か
診
断

　

身
体
計
測
・
心
電
図
検
査
・
血

液
検
査
な
ど
の
生
活
機
能
検
査
に

よ
り
、
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
す
。

③
心
身
機
能
の
低
下
が
あ
る
と
さ

れ
た
人
は
介
護
予
防
教
室
に
参
加

　

機
能
が
こ
れ
以
上
低
下
し
な
い

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
機
能
の
向

上
に
向
け
て
低
下
し
て
い
る
部
分

に
重
点
を
置
い
た
介
護
予
防
教
室

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

介
護
予
防
教
室
に
は
運
動
機
能

向
上
・
栄
養
改
善
・
口
腔
機
能
向

上
・
物
忘
れ
や
閉
じ
こ
も
り
予
防

な
ど
の
内
容
が
あ
り
、
訪
問
・
電

話
な
ど
で
参
加
を
呼
び
か
け
る
ほ

か
、
チ
ラ
シ
で
の
案
内
も
し
て
い

ま
す
。

自
分
の
体
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
　

気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
機
能
低

下
し
て
い
る
部
分
を
出
来
る
だ
け

早
く
見
つ
け
、
改
善
策
を
知
り
、

健
康
長
寿
で
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

左
の
ペ
ー
ジ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
り
心
身
の
状
態
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
は
い
・
い

い
え
の
横
に
あ
る
点
数
を
足
し
て

く
だ
さ
い
。

　
「
点
数
が
高
か
っ
た
」「
１
つ
の

項
目
が
集
中
し
て
点
数
が
高
か
っ

た
」
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
お
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
な
ど
の

集
ま
り
に
職
員
が
出
向
き
説
明
を

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

　

社
会
性
や
人
と
関
わ
る
力
が

育
っ
て
く
る
４
歳
ご
ろ
か
ら
小
学

校
入
学
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

保
育
園
・
幼
稚
園
・
保
健
・
福
祉
・

医
療
・
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
・

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
、成
長
・

発
達
の
確
認
や
支
援
を
し
ま
す
。

①
集
団
生
活
を
十
分
に
楽
し
め
て

い
る
か
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な

い
か
な
ど
、
子
ど
も
の
日
々
の
様

子
を
振
り
返
り
ま
す
。

②
保
護
者
や
園
の
先
生
と
共
に
、

子
ど
も
の
長
所
や
得
意
な
と
こ

ろ
・
苦
手
な
と
こ
ろ
に
気
づ
き
、

か
か
わ
り
方
や
支
援
を
一
緒
に
考

え
ま
す
。

③
保
護
者
の
子
育
て
の
不
安
や
悩

み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

４
歳
児
ク
ラ
ス
健
診

　

園
医
の
診
察
や
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
集

団
行
動
な
ど
保
育
の
よ
う
す
を
観

察
す
る
こ
と
に
よ
り
発
達
に
つ
い

て
確
認
し
ま
す
。

平
成　

年
度
に
実
施
す
る
保
育

２０

園
・
幼
稚
園
／　

園
（
５
５
０
人
）

３３

就
学
前
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
簡
単
な
検
査

を
し
、
こ
と
ば
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
発
達
の
様
子
を
確

認
し
ま
す
。

平
成　

年
度
に
実
施
す
る
保
育

２０

園
・
幼
稚
園
／　

園
（
６
９
０
人
）

３９

　

健
診
や
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
内

容
は
、
園
か
ら
保
護
者
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
健
診
・
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
な
い
園
に
在

籍
す
る
場
合
や
、
保
育
園
・
幼
稚

園
に
入
園
し
て
い
な
い
場
合
は
、

４
歳
児
ク
ラ
ス
健
診
は
中
央
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
就
学
前
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
昭
和
小

学
校
こ
と
ば
の
教
室
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

■
昭
和
小
学
校
こ
と
ば
の
教
室

（
℡　

‐
０
１
９
８
）

２２

■
く
り
の
み
園

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
１
９
３
３
）

２３

■
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
６
２
）

２４

介護予防で
健康長寿を

　「老化は仕方がない」と考えていませんか。
　高齢になると、心身の機能は低下していき
ますが、使いつづけること・さらに鍛えるこ
とで心身の機能低下を防ぎ、向上させること
ができます。
　日常生活を維持していくために必要な心
身機能の低下がないかをチェックし、これま
で気づいていなかった生活上の改善策を知
り、毎日の生活の中で（要介護状態にならな
いよう）介護予防を実践することが大切です。
■中央包括支援センター（℡２４‐７０７３）
■東部包括支援センター（℡５８‐３０１０）
■西部包括支援センター（℡３７‐１１０８）
■北部包括支援センター（℡５６‐１１０６）

自
信
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く

　

学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

の
び
の
び
福
知
っ
子

就
学
前
発
達
支
援
事
業
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福知山市“のびのび福知っ子” 
発達支援システム 

自分らしく生きる 

小学校入学 

就学時健診 

就学前スクリーニング 
（5歳児クラス） 

4歳児クラス健診 

1歳6か月児健診・3歳児健診 
4か月児健診・10か月児健診 

5～6歳ごろ 

4～5歳ごろ 

0～3歳ごろ 

もうすぐ１年生 
視力・聴力など健康状態をチェック
します。 

集団の中で楽しく遊べ
ているか社会性の発達
に注目します。 

病気の早期発見や発達を
みていきましょう。 

就学前サポート 

◎発達相談 
◎個別支援教室の紹介 
　（ことばの教室幼児部など） 
◎ソーシャル・スキル教室 
　（友達と一緒に楽しく過ごせる
ワザを身につけます） 

◎子どもの様子などを学校に伝
えることができます。 
◎今までのサポートの内容を学校
に引き継ぐことができます。 

就学に向けて必要な支援が受
けられます 

保護者の希望・申し出があれば 

　　　基本チェックリスト　　　　　　　（該当する項目を○で囲んでください。）
回　　答質　　問　　事　　項№

１．いいえ０．は　いバスや電車で一人で外出していますか１

生
活
全
般

１．いいえ０．は　い日用品の買い物をしていますか２

１．いいえ０．は　い預貯金の出し入れをしていますか３

１．いいえ０．は　い友人の家を訪ねていますか４

１．いいえ０．は　い家族や友人の相談にのっていますか５

１．いいえ０．は　い階段を手すりや壁につたわらずに昇っていますか６

運
動
機
能

１．いいえ０．は　いいすに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか７

１．いいえ０．は　い１５分位続けて歩いていますか８

０．いいえ１．は　いこの１年間に転んだことがありますか９

０．いいえ１．は　い転倒に対する不安は大きいですか１０

０．いいえ１．は　い６カ月間で２～３ｋｇ以上の体重の減少がありましたか１１栄
養
状
態 ０．いいえ１．は　い身長　　　 cm　体重　 　　kg（BMI ＝　  　）（注）ＢＭＩは１８．５未満ですか１２

０．いいえ１．は　い半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか１３お
口
の
健
康

０．いいえ１．は　いお茶や汁物等でむせることがありますか１４

０．いいえ１．は　い口の渇きが気になりますか１５

１．いいえ０．は　い週に１回以上は外出していますか１６社
会
参
加 ０．いいえ１．は　い昨年と比べて外出の回数が減っていますか１７

０．いいえ１．は　い周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われますか１８
物
忘
れ

１．いいえ０．は　い自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか１９

０．いいえ１．は　い今日が何月何日かわからないときがありますか２０

０．いいえ１．は　い（ここ 2週間）毎日の生活に充実感がない２１

気　
　

分

０．いいえ１．は　い（ここ 2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった２２

０．いいえ１．は　い（ここ 2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる２３

０．いいえ１．は　い（ここ 2週間）自分が役に立つ人間だと思えない２４

０．いいえ１．は　い（ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする２５
（注）ＢＭＩ＝体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
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市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
の

交
際
費
を
公
開
し
ま
す
。

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
の
外
部
交
渉
や
行
政
の
執
行
を
よ
り
円
滑
に
す
す
め

る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

詳
細
は
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
秘
書
広
報
課（
℡　

‐
７
０
３
２
）　　
　

■
議
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

２４

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
）　　
　

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課（
℡　

‐
６
５
０
３
）■
市
民
病
院
総
務
課（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

２２

交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計6月5月4月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
210,2502110,0001133,00014 67,2506弔慰金など

市 長
72,6001010,000137,600525,0004祝金など
38,00077,000115,000316,0003会費 

00000000その他
320,8503827,0003185,60022108,25013計
63,050418,650139,40025,0001弔慰金など

議 長
10,00020010,000200祝金など
7,00017,00010000会費 
15,00020015,000200その他
95,050925,650264,40065,0001計
52,000625,75035,000121,2502弔慰金など

教育長
00000000祝金など

12,00020012,000200会費 
00000000その他

64,000825,750317,000321,2502計
5,0001

‐‐‐‐

5,0001弔慰金など

消防長
0000祝金など
0000会費 
0000その他

5,000100005,0001計
00

‐‐

00

‐‐

弔慰金など
ガス水道
事   業
管理者

10,000110,0001祝金など
0000会費 
0000その他

10,00010010,000100計
0000

‐‐‐‐

弔慰金など
病  院
事   業
管理者

5,00015,0001祝金など
0000会費 
0000その他

5,00015,00010000計

平成２０年の保険料（均等割＋所得割）が変更
均等割額／４５，２５０円→４５，１１０円
所得割率／８．３２㌫→８．２９㌫
※４月当初にお知らせしていた均等割額と所
得割率が変更になりました。

保険料の軽減（下の表をご参照ください）
①７割軽減世帯の被保険者

▼年金から保険料を引き去りされる人／８月
まで引き去りにより保険料を徴収し、１０月か
らは徴収しないことで８．５割軽減となります。

▼納付書などによって納める人／年金から引
き去りをする人と同じ額を軽減します。
※１０月以降に納付していただく人もあります。
②所得割を負担する人のうち、所得の低い人

　年金収入１５３万円から２１０万円程度までの被
保険者は、所得割が原則一律５０㌫軽減されま
す。
※７月に送付した決定通知には、この軽減措
置が反映されていません。
年金から保険料を引き去りされる人でも、次
のいずれかの要件に該当する場合は、世帯主
または配偶者の口座振替での支払いができま
すので申請してください。

▼国民健康保険の保険料を過去２年間、確実
に納付していた人

▼年金収入が１８０万円未満の人で、世帯主また
は配偶者がいる人
■高齢者福祉課（℡　２４‐７０１８）

長寿医療（後期高齢者医療）制度が見直されました

差　引
軽減額

軽減対策後の保険料現在の保険料
収入区分世帯区分

合計額保険料軽減割合合計額保険料軽減割合
6,7676,7668.5 割13,5337 割年金 79万

単身世帯
（75歳以上）

19,89655,9842 割75,8802 割年金 201万
0235,365-235,365-年金 400 万

13,53413,532
6,7668.5 割

27,066
13,5337 割夫の保険料

夫 : 年金 79万夫婦世帯
（夫婦ともに
75歳以上で、
妻の収入が
153 万 以 下
の場合。）

6,7668.5 割13,5337 割妻の保険料

19,89692,072
55,9842 割

111,968
75,8802 割夫の保険料

夫 : 年金 201 万
36,0882 割36,0882 割妻の保険料

0280,475
235,365-

280,475
235,365-夫の保険料

夫 : 年金 400 万
45,110-45,110-妻の保険料
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平
成　

年
度
補
正
予
算

２０

一
般
会
計

　

２
８
０
３
万
９
０
０
０
円
を
増

額
し
、
３
９
５
億
８
０
３
万
９
０

０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

▼
市
職
員
収
賄
事
件
調
査
特
別
委

員
会
関
係
経
費
…
２
０
０
万
円

▼
小
規
模
治
山
事
業
（
田
和
地
内

の
林
地
崩
壊
箇
所
の
復
旧
）

…
１
０
０
０
万
円

▼
河
守
区
画
道
路
関
連
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
中
央
区
自
治
会

公
民
館
工
事
助
成
）

…
１
４
４
０
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

過
年
度
分
返
還
金
と
し
て
４
７

２
５
万
８
０
０
０
円
を
増
額
し
、

　

億
６
５
２
５
万
８
０
０
０
円
に

５５な
り
ま
し
た
。

条　
　

例

▼
福
知
山
市
長
及
び
副
市
長
並
び

に
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
福
知
山
市
教
育
委
員
会
の
教
育

長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
福
知
山
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
等
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

そ 
の 
他

▼
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
２
件
）

▼
福
知
山
市
土
地
開
発
公
社
定
款

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
近
畿
圏
都
市
開
発
区
域
指
定
に

伴
う
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
福
知
山
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
福
知
山
市
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
福
知
山
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

報　
　

告

▼
平
成　

年
度
予
算
繰
越
計
算
書

１９

に
つ
い
て

▼
和
解
に
つ
い
て

▼
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て

人　
　

事

▼
副
市
長
の
選
任
に
同
意

　
 
蘆  
田  
昭 
さ
ん（
小
牧
）

あ
し 

だ 
あ
き
ら

▼
公
平
委
員
の
選
任
に
同
意

・ 
伊  
藤  
知  
之 
さ
ん

い 

と
う 
と
も 
ゆ
き

　
　
　
（
相
楽
郡
精
華
町
・
新
任
）

・ 
四  
方  
美  
津  
子 
さ
ん（
土
・
再
任
）

し 

か
た 

み 

つ 

こ

▼
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

　
 　
  
林  
稔 
さ
ん（
談
・
再
任
）

ふ
じ 
ば
や
し 
み
の
る

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
同
意

・ 
上  
山  
英  
子 
さ
ん（
向
野
・
再
任
）

う
え 
や
ま 
え
い 

こ

・ 
秦  
正  
音 
さ
ん（
下
猪
崎
・
再
任
）

は
た 
し
ょ
う 
お
ん

・ 
芦  
田  
照  
男 
さ
ん

あ
し 

だ 

て
る 

お

　
　
　
　
　
　
（
土
師
町
・
新
任
）

・ 
青  
山  
高  
明 
さ
ん

あ
お 
や
ま 
た
か 
あ
き

　
　
　
　
　
（
額
田
上
町
・
新
任
）

　
 
蘆  
田  
昭 
副
市
長
就
任

あ
し 

だ 
あ
き
ら

　

６
月
定
例
市
議
会
で
、
蘆
田
昭

前
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
が
副
市

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
任
期

は
、
平
成　

年
７
月
１
日
か
ら
４

２０

年
間
）

　

蘆
田
副
市
長
は
、
昭
和　

年
に

４４

市
役
所
に
入
り
、
財
政
課
長
、
総

務
部
長
な
ど
を
歴
任
、
今
回
副
市

長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
任
に
あ
た
り
、
蘆
田
副
市
長

は
「
市
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　６月定例市議会が、６月３０日から７月
２２日まで開かれました。市では、この
市議会に７５２９万７０００円を補正し、全会
計の総額８２３億９８２０万５０００円とする平
成２０年度補正予算や条例の一部改正な
ど合わせて１９議案を提案。いずれも原
案どおり可決されました。
　おもな内容についてお知らせします。

６月定例市議会
平成２０年度補正予算・「福知山市
ファームガーデンやくの」の２施設
の指定管理者の指定など

ふ
も
と 

い
い 

お 

の
ぶ 

ひ
ろ 

▲泥んこドッジ大会 

居
母
山
ク
ラ
ブ 

い 

も 

や
ま 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

　
夜
久
野
の
直
見
中
に
位
置
す

る
標
高
７
３
０
・
６
㍍
の
居
母
山

の
麓
で
活
躍
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

今
年
で
結
成
２４
年
目
を
迎
え
ま

す
。 

　
現
在
２０
〜
７０
歳
代
の
男
女
４３

人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、例
月
登

山
や
都
市
と
の
交
流
、学
校
や

地
域
活
動
の
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。田
ん
ぼ
ア
ー
ト
・
泥
ん

こ
ド
ッ
ジ
大
会
・
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

花
火
な
ど
１
年
通
し
て
ユ
ニ
ー
ク

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、参
加
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。だ
れ
で

も
、い
つ
で
も
自
由
に
参
加
が
で

き
る
ク
ラ
ブ
で
す
。 

　
９
月
に
は
、古
代
米
ア
ー
ト（
赤

米
・
黒
米
・
紫
米
・コ
シ
ヒ
カ
リ
）収

穫
祭
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
／
飯
尾
恒
洋
さ
ん 

（
℡
３８
‐０
４
７
９
） 
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０３２）

　丹波生活衣館では「和裁にチャレンジ
―浴衣・甚平を作ってみよう―」を開催。
１２人の参加者が、丹波生活衣振興会のみ
なさんの指導を受け、自分や家族用など
思い思いの浴衣や甚平をつくりました。
　 今  西  美  咲 さん（写真・高津江）は「洋

いま にし み さき

服は作ったことがあるけど浴衣は初めて。
簡単そうに見えたけど結構難しいです」
と、へらで布地に印を付けるなど和裁独
特の作業に取り組んでいました。

手づくり浴衣ですてきな夏を

　７月２７日、みわ鮎まつりが開かれ、家
族連れなど約６００人が参加。土師川の一
部をせき止めてつくった水路には１２００匹
のアユが放たれ、参加者たちは水中を
じっと見つめながらねらいを定めてアユ
をつかまえていました。つかまえたアユ
はその場で炭火で塩焼きにし、自然の味
覚を楽しみました。

　７月２２日、第９０回全国高校野球選手権
記念京都大会において、福知山成美高等
学校が優勝し、２年ぶり３回目の甲子園
出場を決めました。
　選手のみなさん、甲子園では存分に力
を発揮し、思いきりプレイしてください。

和裁にチャレンジ
―浴衣・甚平をつくってみよう―

7
7・9・11

み
わ
鮎
ま
つ
り

7
27

　図書館では絵本作家のとよたかずひこさんによる
「読み聞かせ講演会」を開催しました。
　とよたさんは自作の絵本の読み聞かせや紙芝居の実
演を交えながら、作品の誕生秘話や子育て話を紹介。
「子どもからたくさんのヒントをもらってひとつの作
品が仕上がります」と話しました。会場は、終始和や
かな雰囲気に包まれ、親子連れなど約１００人が人気のも
もんちゃんシリーズなど絵本の世界を楽しみました。

7
6
とよたかずひこさん
「読み聞かせ講演会」

福知山成美高等学校
全国高校野球選手権京都大会優勝

7
22
 

絵本の魅力をもっと知って

自分でとったアユはおいしいね
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対
象
住
宅
／
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
住
宅（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）

▼
平
成　

年
１
月
１
日
以
前
に
建

２０

て
ら
れ
た
。

▼
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
必
須
）

と
、
床
・
天
井
・
壁
い
ず
れ
か
の

断
熱
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

▼
工
事
に
要
す
る
費
用
が　

万
円

３０

以
上
で
あ
る
。

▼
平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

２０

２２

年
３
月　

日
に
工
事
を
行
っ
た
。

３１

減
額
内
容
／
対
象
住
宅
１
戸
当
た

り
１
２
０
平
方
㍍
分
ま
で
の
３
分

の
１
の
額
を
減
額

※
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
／
建
築
士
・

指
定
確
認
検
査
機
関
・
登
録
住
宅

性
能
評
価
機
関
な
ど
に
よ
る
証
明

書
、
契
約
書
・
領
収
書
な
ど
工
事

費
用
額
が
わ
か
る
も
の
、
印
鑑

※
改
修
完
了
後
原
則
と
し
て
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
税
務
課
資
産
税
係

（
℡　

‐
７
０
２
５
）

２４

　

最
近
、
京
都
府
南
部
地
域
で
、

実
在
す
る
浄
化
槽
維
持
管
理
業
者

を
装
い
、
維
持
管
理
費
用
の
請
求

と
偽
っ
て
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
詐

欺
事
件
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
疑
わ
し
い
訪
問
が
あ
っ
た
場
合

は
、
相
手
の
資
格
証
や
身
分
証
明

書
の
提
示
を
求
め
る
。

▼
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
作
業
開

始
や
費
用
支
払
い
の
前
に
、
お
手

持
ち
の
浄
化
槽
保
守
点
検
契
約
書

の
契
約
先
に
電
話
で
確
認
す
る
。

▼
訪
問
業
者
な
ど
の
特
定
を
行
う

た
め
、
訪
問
者
の
氏
名
、
会
社
名
、

車
両
の
種
類
、
車
両
の
ナ
ン
バ
ー

な
ど
を
控
え
て
お
く
。

　

突
然
の
訪
問
に
は
十
分
注
意
し
、

お
か
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
下
水
道
管
理
課
管
理
普
及
係

（
℡　

‐
２
０
８
４
）

２３

内
容
・
費
用
・
対
象

　

各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

健（
検
）診
日
の
１
カ
月
前

浄
化
槽
業
者
を
装
っ
た

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

省
エ
ネ
改
修
工
事
住
宅
の

固
定
資
産
税
減
額

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

　

月
の
健（
検
）診

１０
問い合わせ先会　　　場と　き

東部保健福祉センター
（℡５８‐２０９０）

人権ふれあいセンター
下六人部会館（長田）１０月１日（水）

北部保健福祉センター
（℡５６‐２６２０）

北部保健福祉センター
（中央）　　２日（木）

有路下地域公民館（二箇下）　　３日（金）

中央保健福祉センター
（℡２３‐２７８８）

中央保健福祉センター
（北本町二区）　　７日（火）

大正文化センター（東堀）　　８日（水）
人権ふれあいセンター
堀会館（堀口）　　９日（木）

と　　こ　　ろ時　　　間とき
中央保健福祉センター

（北本町二区）
午前１０時４０分～１１時

１
日（
月
）

上佐々木公会堂（上佐々木）午後１時３０分～１時５０分
常願寺公民館（常願寺）午後２時１０分～２時３０分
上川口会館（野花）午後２時５０分～３時１０分
かしの木台集会所

（かしの木台）
午後３時３０分～３時５０分

駅南西陵集会所（陵北町）午前１０時４５分～１１時１０分２
日（
火
）

佐賀会館（私市）午後１時３０分～１時５０分
報恩寺公民館（報恩寺）午後２時５分～２時２０分
川北公会堂（川北）午後２時３５分～２時５５分
池部公民館（池部）午前１０時５０分～１１時５分

３
日（
水
）

筈巻公会堂（筈巻）午前１１時２０分～１１時３５分
大呂公民館（大呂）午後１時３０分～１時４５分
ＫＴＲ下天津駅（下天津）午後２時～２時１５分
下川口会館（勅使）午後２時３０分～２時４５分
波江公会堂（波江）午後３時～３時１５分
牧公民館（牧）午後３時３０分～３時５０分

費用／無料　　　※たんの検査は５００円。
対象／４０歳以上の市民
※最後のレントゲン検査から６カ月以上あけてください。
※妊娠中・妊娠の可能性のある人は受けられません。
※どの会場でも受けられます。

９月の肺がん・結核検診 ■中央保健福祉センター（℡　２３‐２７８８）　■西部保健福祉センター（℡　３７‐１２３４）

と　　こ　　ろ時　　　間とき
旧夜久野町役場前（額田上町）午後１時１０分～１時２０分

８
日（
月
）

今西中公民館（今西中）午後１時３０分～１時４０分
小畑公民館（小畑）午後１時５０分～２時
旧ＪＡ農業協同組合畑連絡所
前（桑村）

午後２時１０分～２時２０分

稲垣公民館（稲垣）午後２時３０分～２時４０分
今里公民館（今里）午後２時５０分～３時
下千原公民館（下千原）午後３時２０分～３時３０分
上千原公民館（上千原）午後３時４０分～３時５０分
末公民館（末）午後１時３０分～１時４０分

９
日（
火
）

中夜久野地区公民館（高内）午後１時５０分～２時
大油子公民館（大油子）午後２時１０分～２時２０分
口小倉公民館（小倉）午後２時３０分～２時４０分
日置公民館（日置）午後２時５０分～３時
現世公民館（現世）午後１時３０分～１時４０分

　

日（
水
）

１０
今西公民館（今西）午後１時５０分～２時
副谷公民館（副谷）午後２時２０分～２時３０分
山中公民館（山中）午後２時５０分～３時
栗尾公民館（栗尾）午後３時１５分～３時２５分
駅前公民館（夜久野町駅前）午後３時４５分～３時５５分
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ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

平
成　

年
度
の
税
制
改
正
の
内

２０

容
の
う
ち
、
寄
附
金
控
除
の
拡
充

と
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制

度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寄
附
金
控
除
の
拡
充（
平
成　

年
２０

中
に
支
払
っ
た
寄
附
金
か
ら
適
用
）

寄
附
金
控
除
の
上
限
額
の
引
き
上

げ
と
適
用
下
限
額
の
引
き
下
げ

　

控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
額
が

次
の
と
お
り
拡
充
さ
れ
ま
す
。

 

税
額
控
除
・
地
方
公
共
団
体
に
対

す
る
寄
附
金
税
制
の
見
直
し
（
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
）

　

現
行
の
所
得
控
除
方
式
か
ら
税

額
控
除
方
式
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す

る
寄
附
金
の
う
ち
適
用
下
限
額

（
５
０
０
０
円
）を
超
え
る
部
分
を
、

一
定
の
限
度
ま
で
所
得
税
と
合
わ

せ
て
全
額
控
除
し
ま
す
。

税
額
控
除
の
計
算
方
法

①（
寄
附
金
額－

５
０
０
０
円
）×

　

㌫（
市
民
税
６
㌫
、府
民
税
４

１０㌫
）

②（
寄
附
金
額－
５
０
０
０
円
）×

（
０
・
９－

所
得
税
限
界
税
率
）（
※
）

※
所
得
税
限
界
税
率
と
は
、
寄
附

を
し
た
人
に
か
か
る
所
得
税
の

税
率
の
う
ち
最
も
高
い
率 

控
除
さ
れ
る
税
額

▼
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
金

　

①
と
②
の
合
計
額

▼
府
内
の
共
同
募
金
会
と
日
本
赤

十
字
社
支
部
へ
の
寄
附
金

　

①
の
金
額

※
②
の
額
は
、
個
人
住
民
税
所
得

割
の
１
割
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

個
人
住
民
税
が
公
的
年
金
か
ら

特
別
徴
収
（
天
引
き
）

　

現
在
、
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ

る
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
お

支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
住

民
税
が
、
平
成　

年　

月
以
降
に

２１

１０

支
払
わ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
な
ど

か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。（
特
別
徴

収
と
い
い
ま
す
）

対
象
／　

歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年

６５

金
な
ど
の
受
給
者

対
象
税
額
と
徴
収
方
法

平
成　

年
度

２１

　

上
半
期
分
と
し
て
、
個
人
住
民

税
額
の
２
分
の
１
相
当
額
を
普
通

徴
収
（
６
月
、
８
月
の
２
回
に
分

け
て
徴
収
）、下
半
期
分
に
つ
い
て

は
、
残
り
２
分
の
１
を
年
金
支
給

月
（　

月
、　

月
、
翌
２
月
の
３

１０

１２

回
に
分
け
て
徴
収
）
に
特
別
徴
収

し
ま
す
。

平
成　

年
度
以
降

２２

①
上
半
期
の
年
金
支
給
月
（
４
月
、

６
月
、
８
月
）
ご
と
に
、
前
年
度

の
下
半
期
の
特
別
徴
収
額
の
３
分

の
１
を
仮
徴
収
し
ま
す
。

②
下
半
期
の
年
金
支
給
月
（　

月
、

１０

　

月
、
翌
２
月
）
ご
と
に
、
年
税

１２額
か
ら
当
該
年
度
の
上
半
期
の
特

別
徴
収
額
を
控
除
し
た
額
の
３
分

の
１
を
本
徴
収
し
ま
す
。

■
税
務
課
市
民
税
係

（
℡　

‐
７
０
２
４
）

２４

　

振
り
込
め
詐
欺
で
だ
ま
し
取
ら

れ
た
お
金
を
、
被
害
者
に
返
金
す

る
た
め
の
法
律
が
平
成　

年
６
月

２０

　

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

２１
　

犯
罪
に
使
わ
れ
た
口
座
に
お
金

が
残
っ
て
い
る
場
合
、
金
融
機
関

が
口
座
を
凍
結
し
、
口
座
名
義
人

の
権
利
を
失
わ
せ
た
あ
と
、
残
っ

て
い
る
お
金
に
つ
い
て
被
害
者
か

ら
分
配
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
振
り
込
み
を
し

た
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係

（
℡　

‐
７
０
２
０
）

２４

　 
Ｑ  
離
乳
食
を
始
め
る
前
に
果
汁

や
お
茶
を
与
え
た
ほ
う
が
い
い
で

し
ょ
う
か
？

 
Ａ 
果
汁
や
お
茶
を
与
え
す
ぎ
る

こ
と
で
母
乳
や
ミ
ル
ク
を
飲
む
量

が
減
り
、
必
要
な
栄
養
が
足
り
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

栄
養
学
的
な
意
義
も
認
め
ら
れ
て

い
な
い
の
で
積
極
的
に
飲
ま
せ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
１
回
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
発
育
や
発
達
、
育
児
で

困
っ
た
こ
と
、
心
配
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
日
は
、
広
報
ふ
く
ち

や
ま
お
知
ら
せ
号
の
最
終
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

■
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
２
０
９
０
）

５８

■
西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
１
２
３
４
）

３７

■
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
２
６
２
０
）

５６

個
人
住
民
税（
市
民
税
・
府
民
税
）

が
変
わ
り
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
救
済
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た

食中毒を防ごう！！
　夏場は食品や調理器具の衛生管
理が大切です。
　こんな間違ったことを信じてい
ませんか。
「変なニオイがしなければ大丈夫」
「食べる前に熱を加えれば大丈夫」
「冷蔵庫に入れておけば大丈夫」
「真空パックだから大丈夫」
　少しの油断が食中毒のもとにな
ります。
　食中毒の原因となる細菌を「付け
ない」「増やさない」「殺菌する」の
３原則を確実に実行して家族を食
中毒から守りましょう。
■福知山市健康危機管理対策会議
　（健康推進室内　℡　２３‐２７８８）

改正後改正前

総
所
得
金
額

等
の　

㌫
３０

総
所
得
金
額

等
の　

㌫
２５

上
限
額

５
０
０
０
円
以

上
の
寄
附
金
が

対
象

　

万
円
以
上
の

１０寄
附
金
が
対
象

適
用
下
限
額

 ２期分の納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■税務課市民税係（℡２４‐７０2４）
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い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
、

外
国
籍
の
人
も
対
象
で
す
。

　

現
在
受
給
し
て
い
る
人
は
現
況

届
・
所
得
状
況
届
を
８
月
中
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
を
提

出
せ
ず
に
２
年
経
過
す
る
と
受
給

資
格
が
消
滅
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
通
帳
・
戸
籍
謄
本
な
ど

児
童
扶
養
手
当

　

支
給
額
は
、
世
帯
の
所
得
や
児

童
数
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

対
象
／
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
児
童
の
母
、
ま
た
は
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

▼
父
が
い
な
い
、
ま
た
は
父
が
国

民
年
金
の
１
級
障
害
程
度
の
重
度

障
害
の
状
態
に
あ
る
。

▼
児
童
が
、
満　

歳
に
達
す
る
日

１８

以
降
最
初
の
３
月　

日
ま
で
に
あ

３１

る
、
ま
た
は
中
程
度
の
障
害
が
あ

り　

歳
未
満
で
あ
る
。

２０
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
／
身
体
や
精
神
に
中
程
度
以

上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭
で

養
育
･
介
護
し
て
い
る
父
母
な
ど

支
給
額
（
月
額
）

▼
１
級　

５
万
７
５
０
円

▼
２
級　

３
万
３
８
０
０
円

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
等
級
が
異

な
り
ま
す
。

父
子
手
当

対
象
／
母
親
の
い
な
い
家
庭
で
、

　

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の

１８３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

３１

を
養
育
し
て
い
る
父
親

支
給
額
（
月
額
）

▼
第
１
子　
　
　

４
０
０
０
円

▼
第
２
子
以
降　

２
０
０
０
円

■
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
１
１
）

２４

と
き
・
と
こ
ろ

①
８
月　

日（
日
）

１７

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店
（
岩
井
）

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
受
付
。

②
８
月　

日（
火
）

１９

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

　

武
道
館（
内
記
三
丁
目
）

③
８
月　

日（
日
）

２４

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

プ
ラ
ン
ト
３
（
多
保
市
）

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
受
付
。

④
８
月　

日（
火
）

２６

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分　

３０

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

　

福
知
山
総
合
庁
舎（
篠
尾
新
町
）

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
受
付
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

開
講
時
間

　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
５０

と
こ
ろ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
ノ
二
町
）

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

お
お
む
ね　

歳
未
満
の
人

３５

申
込
方
法
／
各
講
座
開
始
日
の
２

日
前
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
は
が

き
で
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
〒
６

２
０
‐
８
５
０
１　

字
岡
ノ
１
７

５
番
地
の
１　
　

℡　

‐
１
６
１

２３

６
）
ま
で
。

※
受
付
時
間
は
日
曜
日
・
祝
日
を

除
く
午
後
１
時
〜
９
時
。

 

　

京
都
府
で
は
、
地
域
住
民
が
主

体
的
に
参
画
し
、
地
域
力
再
生
に

取
り
組
む
団
体
に
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
実
行
委
員
会
、

自
治
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
、
子

ど
も
会
な
ど
の
地
域
住
民
組
織

対
象
事
業
／
環
境
保
全
、
防
災
･

防
犯
、
子
育
て
支
援
、
地
域
文
化
、

地
域
産
業
お
こ
し
、
農
村
・
都
市

交
流
、
地
域
行
催
事
な
ど
の
活
動

※
す
で
に
活
動
が
終
了
し
て
い
る

場
合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
特
定
の
政
治
・
宗
教
・
思
想
な

ど
に
関
連
す
る
事
業
、
他
の
交

付
金
を
受
け
て
い
る
事
業
は
対

象
外
。

交
付
金
額

　

交
付
対
象
事
業
費
の
３
分
の
２

※
上
限
は
４
０
０
万
円
。

申
請
期
間

　

９
月
１
日
（
月
）
〜　

日
（
火
）

３０

申
請
方
法
／
申
請
書
を
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係
（
℡　

‐
２４

７
０
３
３
）
ま
た
は
各
支
所
ま
で
。

※
申
請
書
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

８
月
の
献
血

骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
・
父
子
手
当

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

（
後
期
）

９月１日（月）は、国民健康保険料・介護保険料（普通徴収分）いずれも第３期分、市・府民税（普通徴収分）第 

コ
ー
ド
は
伸
ば
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。
束
ね
た
ま
ま
使
う
と
過
熱
し
、
漏
電
や
火
災
の
原
因
に
な
り
危
険
で
す
。

■
経
済
産
業
省

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

講座の種類
定員教材費回数開　催　種　類講　座　名

１５人全 ２，０００円１３回９月１０日～１２月３日の毎週水曜日検定の取れるペン習字

１２人月６００円１６回９月１２日～１０月１７日、１１月７日～２１日、１２月５日～１９日、
平成２１年１月９日、２３日、２月６日、２０日の金曜日茶　 道（裏千家）

１５人全 ２，０００円１１回９月１３日～１１月２９日の毎週土曜日　※１１月１日（土）は除く。英 会 話

１０人全 ３，０００円１２回９月１９日～１２月５日の毎週金曜日パ ソ コ ン

１５人小物代１０回９月２２日～１２月１５日の毎週月曜日
※１０月１３日（祝）、１１月３日（祝）、２４日（休）は除く。着 物 の 着 付 け

１５人全 ２，０００円４回１１月１１日、２５日、１２月９日、平成２１年１月１３日の火曜日コーヒーの立て方

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
交
付
金
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間
取
り
／
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

募
集
数
／
２
室

使
用
料（
月
額
）／
４
万
円

共
益
費（
月
額
）／
１
０
０
０
円

※
入
所
時
、
別
途
保
証
金　

万
円

１０

必
要
。

入
所
条
件

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

▼
大
江
地
域
へ
の
転
入
希
望
者

▼
お
お
む
ね　

歳
以
下
の
人
で
構

４５

成
さ
れ
る
世
帯

▼
秩
序
や
風
紀
を
乱
さ
な
い
人

入
所
の
決
定
／
９
月
中
旬

入
所
日
／　

月
１
日（
水
）

１０

申
請
に
必
要
な
書
類

▼
入
所
申
請
書
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
）

▼
申
込
理
由
書
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
）

▼
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住

民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書

▼
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
所

得
を
証
明
す
る
書
類

申
請
方
法
／
８
月　

日（
水
）〜　

２０

２９

日（
金
）に
、
大
江
支
所
地
域
振
興

係
（
℡　

‐
１
１
０
２
）
ま
で
。

５６

と
き
／
８
月　

日（
土
）

３０

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
４０

と
こ
ろ
／
綾
部
市
中
央
公
民
館

（
京
都
府
中
丹
文
化
会
館
横
）

大
会
テ
ー
マ
／
自
然
と
暮
ら
す
、

自
然
と
つ
な
が
る

内
容

特
別
講
演
「
里
山
放
棄
は
何
を
も

た
ら
し
た
か
」

講
師
／ 
河  
合  
雅  
雄 
さ
ん

か
わ 
い 
ま
さ 
お

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

参
加
料
／
無
料

定
員
／
１
５
０
人

申
込
方
法
／
電
話
で
京
都
府
中
丹

広
域
振
興
局
農
林
商
工
部
（
℡
０

７
７
３
‐　

‐
２
５
０
８
）
ま
で
。

６２

　

木
や
つ
る
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
シ
ス

ト
を
作
り
、身
近
な
植
物
を
ア
レ

ン
ジ
し
ま
す
。

と
き
／
９
月　

日（
日
）

２１

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

講
師
／ 
小  
中  
順  
子 
さ
ん

こ 
な
か 
じ
ゅ
ん 
こ

（
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協

会　

本
部
講
師
）

受
講
料
／
１
５
０
０
円

定
員
／　

人
２０

※
申
込
多
数
の
場
合
、抽
選
。

申
込
期
限

　

９
月
１
日（
月
）消
印
有
効

申
込
方
法
／
１
人
１
枚
の
往
復
は

が
き
の
「
往
信
用
裏
面
」
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・ 

講
習
会
名
を
、
「
返
信
用
裏
面
」

に
申
込
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
明
記
し
、
都
市
緑
化
植
物
園

（
〒
６
２
０
‐
０
０
１
７　

字
猪

崎
３
７
７
番
地
の
１　

℡　

‐
６

２２

６
１
７
）ま
で
。 

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

鬼
の
里
U
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
ー

（
公
庄
上
）入
所
者

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト

講
習
会

人権シリーズ

　日本は第二次世界大戦中に広島、長崎に原
子爆弾を投下され一瞬にして町を焼き尽くさ
れました。そして多くの人の命が奪われまし
た。それだけではなく、原子爆弾投下から６０
年あまりたった今もなお原子爆弾の後遺症に
苦しむ人たちやその家族がいます。多くの人
たちが理不尽に命を奪われ、傷つけられたの
です。
　戦争は大切な家族、友人、そして生活する
ために必要な家、職場、学校、食べ物、さら
に生きるということさえ奪う最大の人権侵害
です。「平和のないところに人権は存在しえな
い、人権のないところに平和は存在しえない」
といわれるように、この二つはどちらかが欠
けても成立しないものです。

　平和な世界を築いていくためにわたしたち
一人ひとりは何ができるのでしょうか。過去
の歴史を正しく学び人権が尊重されたまちづ
くり、平和の実現に向け取り組むことが大切
なのではないでしょうか。
　こうしたことから、市では今年も平和学習
を行います。次代を担う中学生や高校生が広
島、長崎へ行き被爆体験者の話を聞くなど原
子爆弾の被害のことや平和について学び、そ
れを市民のみなさんに伝えていく取り組みを
進めていきます。
　８月は人権強調月間です。平和と人権につ
いてあらためて考えてみましょう。

■人権推進室市民啓発係（℡　２４‐７０２２）

　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

平 和 と 人 権

平成２０年度　自衛官等募集
※年齢は平成２１年４月１日現在。

受験資格試験日受付期間募集種目
高卒（見込み含む）
２１歳未満９月２３日（祝）９月１０日（水）

まで

航 空 学 生

１８歳以上

２７歳未満

９月２０日（土）
一般曹候補
学　　　 生

受付時に通知年間通じて男 性２ 等
陸・海
・空士

９月２８日（日）
 ・２９日（月）

９月１０日（水）
まで女 性

■自衛隊福知山地域事務所（℡　２３‐０４１６）
■市民課（℡　２４‐７０５７）

第
４
回
由
良
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
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鉄
道
利
用
促
進
と
地
域
観
光
の

振
興
を
図
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
光

秀
く
ん
マ
イ
レ
ー
ル
倶
楽
部
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
／
Ｊ
Ｒ
福
知
山
駅
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ

福
知
山
駅
・
大
江
駅
で
対
象
商
品

購
入
時
に
シ
ー
ル
を
配
布
。
備
え

付
け
の
会
員
証
に
シ
ー
ル
を
５
枚

は
る
と
福
知
山
観
光
協
会
発
行
の

商
品
券（
５
０
０
円
相
当
）と
交
換

商
品
券
引
き
替
え
場
所
／
福
知
山

観
光
協
会
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
福

知
山
駅
北
口  
℡　

‐
２
２
２
８
）

２２

※
受
付
時
間
は
午
前　

時
〜
正
午

１０

と
午
後
１
時
〜
５
時
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
限

　

平
成　

年
２
月　

日（
土
）

２１

２８

※
商
品
券
の
総
額
が
１
２
０
万
に

な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
福
知
山
市
鉄
道
利
用
増
進
協
議

会
事
務
局（
生
活
交
通
課
内　

℡

　

‐
７
０
２
０
）

２４

　

石
原
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

の「
保
留
地
」を
公
開
抽
選
で
売
却

し
ま
す
。

　

売
却
地
は
、い
ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
石

原
駅
北
側
の
第
１
種
住
居
地
域　
２９

区
画
で
す
。

１
区
画
の
面
積
／
１
７
２
・
５
２

〜
２
８
４
・
８
５
平
方
㍍

価
格
／
１
０
２
６
万
４
９
４
０
〜

１
９
１
１
万
３
４
３
５
円

抽
選
日
／
９
月　

日（
月
）

２９

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

２４

　
　
　
　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

参
加
資
格

　

契
約
能
力
を
有
す
る
人
・
法
人

※
１
世
帯
ま
た
は
１
法
人
あ
た
り

１
区
画
限
り
。

必
要
書
類

▼
抽
選
参
加
申
込
書

▼
登
記
事
項
証
明
書（
法
人
の
場

合
の
み
）

▼
住
民
票
な
ど

※
申
込
書
は
、用
地
販
売
促
進
室
・

各
支
所
に
あ
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

申
込
方
法
／
９
月　

日（
金
）ま
で

１２

に
、郵
送
ま
た
は
直
接
用
地
販
売

促
進
室（
〒
６
２
０
‐
８
５
０
１

字
内
記　

番
地
の
１　

℡　

‐
７

１３

２４

０
６
８
）ま
で
。

と
き
／　

月
５
日（
日
）

１０

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

と
こ
ろ
／
ヒ
ロ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル（
西
本
町
）

対
象
／
市
ガ
ス
利
用
世
帯
の
小
学

生
と
そ
の
親　

２
人
１
組

定
員
／
４
組

※
応
募
多
数
の
場
合
、書
類
選
考

を
行
い
ま
す
。

内
容
／
親
子
で
料
理
を
つ
く
り
、

内
容
を
審
査

※
優
勝
し
た
親
子
は
、近
畿
大
会

に
出
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、８
月　

日（
日
）ま

３１

で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
㈱
長
田
野

ガ
ス
セ
ン
タ
ー
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局（
〒
６
２
０
‐

０
８
５
３　

長
田
野
町
２
丁
目　
１９

番
地　

℡　

‐
０
６
８
９
）ま
で
。

２７

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

光
秀
く
ん

マ
イ
レ
ー
ル
倶
楽
部

第
２
回
全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
福
知
山
地
区
大
会

石
原
土
地
区
画
整
理
事
業

保
留
地
売
却
公
開
抽
選

たいせつなみんなの交通　バス路線　　

カンちゃん　燃えない
ごみのうち爆発の危
険性の高いごみから
の出火が原因で、環
境パークやごみ収集
車で火災があるよう
やな。

ビンちゃん　環境パークでは、平成１８年と今
年の５月１５日に大きな火災があったし、ご
み収集車でも火災があって、消防車が来た
ことが何回もあるんや。火災の原因となる
ごみとして代表的なのがスプレー缶や。

カンちゃん　何でスプレー缶が火災の原因に
なるんやろ。
ビンちゃん　スプレー缶の中にある噴射剤は、
可燃性の高いＬＰガスなどが使ってあるん
や。だから、スプレー缶が燃やさないごみ
に出された場合、ほかのごみと一緒に圧縮

されてしまうんやけど、そのときに、たま
たま金属製のごみが絡み合って火花が散っ
て引火して爆発することがあるんや。

カンちゃん　爆発すると機械が故障したりごみ
収集車が使えなくなったりする原因にもな
るし、けがすることもあるし、危ないな。

ビンちゃん　そやから、スプレー缶をごみス
テーションに出すときは、最後まで確実に
使い切って、缶の日に、缶とは別に透明な
袋に入れて出してな。缶は、穴は開けても
いいし、開けなくてもどちらでもいいで。
スプレー缶も、使い捨てライターも使い切
ることが大事やな。

カンちゃん　スプレー缶は缶の日に、缶とは
別に透明な袋に入れて出すんやな。了解！

■循環社会形成課循環推進係（℡　２４‐７０７１）

2008
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と
き
／
８
月　

日（
日
）

２４

　
　
　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ

　

厚
生
会
館
（
西
中
ノ
町
）

入
場
料
／
３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
無
料
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
文
化
振
興

係（
℡　

‐
７
０
３
３
）

２４

と
き
／
９
月
３
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

と
こ
ろ

　

大
江
地
域
公
民
館（
中
央
）

テ
ー
マ
／
知
っ
て
お
い
て
損
は
な

い
！
内
臓
脂
肪
と
血
糖
値
の
関
係

講
師
／ 
吉  
河  
正  
人 
さ
ん

よ
し 
か
わ 
ま
さ 

と

（
内
科
医
師
）

費
用
／
無
料

■
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
６
２
０
）

５６

と
き
／
８
月　

日（
土
）

３０

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ
／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
（
夜
久
野
町
下
町
）

テ
ー
マ
／
世
界
が
も
し
１
０
０
人

の
村
だ
っ
た
ら
〜「
１
０
０
人
村
」

か
ら
見
え
る
こ
と
〜

講
師
／ 
池  
田  
香  
代  
子 
さ
ん

い
け 

だ 

か 

よ 

こ

（
作
家
・
翻
訳
家
）

入
場
料
／
無
料

※
保
育
ル
ー
ム
・
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
・
磁
気
ル
ー
プ
を
準
備

し
ま
す
。

■
人
権
推
進
室
市
民
啓
発
係

（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

と
き
／
８
月　

日（
土
）

３０

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

　

下
水
道
部
庁
舎
、
福
知
山
終
末

処
理
場
（
市
民
体
育
館
北
側
）

内
容
／
パ
ネ
ル
展
示
、
施
設
見
学
、

楽
し
い
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
料
／
無
料

平
成　

年
度
推
進
標
語

２０

　

や
さ
し
さ
と

　
　
　

自
然
を
結
ぶ　

下
水
道

■
下
水
道
管
理
課
管
理
普
及
係

（
℡　

‐
２
０
８
４
）

２３

と
き
／
８
月　

日（
日
）

３１

　
　
　

午
前　

時
〜

１１

と
こ
ろ
／
夜
久
野
高
原
芝
生
の
広

場
（
小
倉
）

内
容
／
大
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
も

ん
た
よ
し
の
り
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、公
共
交

通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
Ｊ
Ｒ

上
夜
久
野
駅
下
車
徒
歩　

分
）

１０

■
や
く
の
高
原
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局（
℡
０
９
０
‐
６
８
２

０
‐
５
７
７
４
）

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

中
丹
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

響
け
ふ
る
さ
と
心
の
鼓
動

下
水
道
展

お
な
か
ま
わ
り
が

気
に
な
る
人
の
健
康
講
座

　平成１９年に、１０～２０代を中心とした年齢層
で麻しん（はしか）が流行し、肺炎や重い脳
炎などの合併症が発生しました。
　その原因として、この年代の人は小学校入
学前までに麻しんワクチンを１回しか受けて
いないか１回も受けておらず、抗体（免疫）
が十分でなかったためと考えられています。
　このため、麻しんワクチンを１回しか接種
していない年齢層のうち、中学１年生と高校
３年生に、今年度から５年間、麻しん風しん
混合（ＭＲワクチン）予防接種の追加接種を
実施することになりました。
　小学校入学前までの子どもは、平成１８年
度から、１歳～２歳までと就学前の２回、ワク
チンを接種することになっています。

　厚生労働省は、平成２４年までに日本国内に
おける麻しん排除（はしかをゼロに！）を目標
に掲げており、流行防止には、ＭＲ予防接種
の接種率を９５㌫以上に維持する必要がありま
す。

　子どもの感染（はしかにならない！）や、
学校での集団発生を予防する（はしかにさせ
ない！）ため、大人や地域の人たち、保育園、
幼稚園、学校などと連携・協力のもと９５㌫以
上の接種率を達成し、はしかゼロを目指しま
しょう。
■健康推進室母子保健係（℡　２３‐２７８８）けんこう 知識 

第　

回
１６

や
く
の
高
原
ま
つ
り

人
に
い
ち
ば
ん
近
い

ま
ち
づ
く
り
人
権
講
演
会

　　■消防署予防課住民安全係（℡２３‐５１１９）
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　子育てに悩んでいる人、これから出産する人は、子育て仲間を増やして親どうし・子どもどう
しの交流を深めませんか。メンバー登録や予約などは不要で、だれでも参加できます。
※おひさまひろば「電車あそび」はおひさまと風の子サロン（℡ ２３‐５７２２）まで、ふれあいのへ
やは夜久野地域子育て支援センター（℡ ３７‐０１８９）まで事前に申し込んでください。

■子育て支援課子育て推進係（℡ ２４‐７０６６）
おひさまひろば　開催時間／午前１０時３０分～正午

場　　所内　容開催日
六人部地域体育館（多保市）消防・救急学習会９月１０日（水）
すこやかパーク公園（千束）
※雨天は東部保健福祉センター野外あそび１０月８日（水）

六人部地域公民館（多保市）座談会１０月２２日（水）

ＫＴＲ福知山駅集合（大江駅まで）電車あそび１０月２９日（水）

三段池公園総合体育館
（猪崎）

おもちゃを使って
あそぼう１１月１３日（木）

子育て交流会
（こどもエクササイズ）１２月１１日（木）

ふれあいのへや　開催時間／午前１０時～１１時３０分
場　　所内　容開催日

夜久野ふれあいプラザ
(夜久野町下町）

誤飲講習会９月２５日（木）
交通教室（チャイルド
シート＆コンビンサー）１１月１３日（木）

なかよしひろば　開催時間／午前１０時～１１時３０分
場　　所内　容開催日

井ノ奥公園（千束）
※雨天中止子育て講座（野外遊び）９月９日（火）

子育て支援センター
（川合保育園内）

室内・園庭あそび９月１６日（火）

親子運動会１０月１４日（火）
東部保健福祉センター

（千束）
子育て講座
（歯の健康）１０月２３日（木）

北部保健福祉センター
（中央）室内あそび１１月７日（金）

子育て支援センター
（川合保育園内）

子育て講座（防災）１１月１１日（火）

自然とあそぼう１１月１８日（火）

リズムあそび１２月２日（火）

作ってあそぼう１２月９日（火）

子育て講座（音楽）１２月１６日（火）
※平成２１年１月以降の行事は、１２月の「広報ふくちやま」でお知らせします。

おひさまひろば・ふれあいのへや・なかよしひろば

　市民の自主的なまちづくりを進めるため、
「市民憲章運動推進全国大会」を本市で開催
します。近畿地方では初めての開催です。
大会テーマ／「共に　幸せを生きる」
　～市民憲章からひろげる「ひとづくり・ま
ちづくり」～
とき／８月２３日（土）
内容・ところ
まちづくり実践発表（午前１０時～）

▼明智光秀公講演会（厚生会館）　

▼まちづくり活動の発表、朝市、物産展など
（御霊公園特設ブース）

▼綾部市市民憲章推進協議会による「平和」
をテーマにしたＤＶＤ上映（御霊神社舞殿）　

▼開館１０周年記念鉄道コレクション展（ポッ
ポランド）

▼夏季特別展（治水記念館、福知山城、丹波
生活衣館、佐藤太清記念美術館）

▼お宝展、藍染展、福知山踊人形展、ドッコイ
セ展、三岳ひょうたん展（福知山信用金庫広小

路支店跡）
記念講演会（午後２時～）
ところ／厚生会館（西中ノ町）
テーマ／環境の取り組みは「ひとづくり・ま
ちづくり」
講師／ 小  池  百  合  子 さん

こ いけ ゆ り こ

　　　　　　（衆議院議員・元環境大臣）
まちづくり討論会（午後３時～）
ところ／厚生会館（西中ノ町）
テーマ／「今、私にできること」
内容／「特定営利活動法人由良川流域ネット
ワーク」「毛原棚田農業体験ツアー実行委員
会」「夜久野星空の会」の各代表が活動につい
て発表し、意見交換
まちづくり実践発表（午後８時～）

▼ドッコイセまつり（広小路通）
▼三日点火（福知山城）

▼夜店（新町商店街）　　　　　など
■福知山市市民憲章推進協議会事務局
　（まちづくり推進課内）（℡　２４‐７０３３）

ボランティア活動をご利用ください
　多くのみなさんが福知山大会に参加していただけるよう、京都短期大学卒業生の介護福祉士
のみなさんがボランティアで、お手伝いします。トイレの補助、車いすの補助、荷物預かり、
荷物持ち、飲み物を買いに行く、うちわであおぐなどどんなことでもお手伝いします。
活動時間／午前１０時～午後４時、午後８時～
利用申込先　 村  岡  洋  子 さん（℡・ＦＡＸＦＡＸ ２２‐８０３９　携帯０９０‐２１０８‐４２３９）

むら おか よう こ

※当日でも利用できますが、できるだけ事前に申し込んでください。
※御霊公園内の京都短期大学ブースまで車で入れます。

市民憲章運動推進第４３回全国大会福知山大会

「住宅用火災警報器」が暮らしの安全を守ります　
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福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 
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。

　川合地区では、さまざまな有志のグループが
村おこしに取り組んでいます。荒れた農地の整
備などに取り組むグループや、中世の山城で
あった 経  ケ  端 城跡に憩いの場の整備などをして

きょう が はな

いるグループ、毎年冬に台頭のすばる山でイル
ミネーションを設営しているグループなどです。

　地域の学校・川合小学校とは、２～３月に児童やその保護者と
一緒にしいたけの菌打ちをしたり、農場づくり協議会のみなさん
が田植えを教えたりなど交流を深めています。
　地域の自慢は丹波栗。大粒で甘みのある丹波栗をぜひ食べて
みてください。

●人　口　812人（6月末）　男373人　女439人
●世帯数　347世帯
●自治会　大原・台頭・上川合・�・下川合・加用

福知山市 

川合地区 
府道59号 

国道173号 

↑綾部市 

↑綾部市 

府道59号 

川合小学校 

川合 
保育園 

京丹波町 
　　　→ 

下川合 
加用 

大原 台頭 
上川合 ② 

① 

文 

川合地域公民館長

 堀  川  守  夫 さん
ほり かわ もり お

　高齢者見守り隊の主催で、毎年秋に
手づくりの食事や川合小学校児童の歌、
健康体操などを楽しんでいます。高齢
者見守り隊では、このほかにも年３回程
度ちらしずしなどの弁当を配るなどき
め細かいサービスに取り組まれています。

▲一人ぐらしの高齢者の会食会

　地域住民の交流と、地域の良さを
多くのみなさんに知っていただくた
め、毎年５月３日に開催。今年は、５年
に一度行われる「練り込み行列」が
披露され、多くの人でにぎわいました。

▲うぶやの里フェスタinみわ（大原）

　 天  地  根  元  造 と呼ばれる古い様式で、
てん ち こん げん づくり

京都府の有形民俗文化財に指定され
ています。産屋は、産婦が家を離れて
出産する建物で、産後に産屋で休む
という習俗は戦後まで続いていました。

▲①大原神社の産屋（大原）
おお ばら うぶ や

　古くから大原神社への参詣は 大 
お

 原  志 と呼ばれていました。現在の本
ばら ざし

殿は寛政８（１７９６）年に建立されたも
ので、本殿の 梁 には龍をかたどった

はり

豪華な彫刻が施され、京都府有形
文化財（建造物）に指定されています。

▲②大原神社（大原）

　夏休みに公民館と川合小
学校が共催で、京丹波町の
 質  志 鍾乳洞公園へ１泊２日で
しづ し

出かけます。子どもたちと公
民館の役員のみなさんが、竹
細工を一緒にしたりニジマス
のつかみ取りをしたりします。

▲わくわくキャンプ

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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